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双方向の情報交流 

 

心臓外科医・南淵明宏先生の

講演を聴いて思うこと 
 

「町田市放射能量を測定等する有志の会」

が開催した第一回講演会・パネルディスカッ

ション・意見公開会に会合に出席しました。

内容は福島第一原発事故、放射能問題をテー

マに語られました。 

 会合では、主催者の皆さんが決め細かく放

射能問題について、案件ごとに丁寧に説明さ

れました。私は、多摩市・八王子市・町田市

で構成する多摩ニュータウン環境組合の議会

議員になったことで、話題になっている被災

地瓦礫処理に直面することと、会議の開催が

少ない中で自分の発言をどのように確保する

かということを述べました。 

 
(写真は、2010.9.19 開催のセミナーで南淵先

生に講演をしていただいた時のものです) 

一番強く印象深かったのは、会の代表であ

る、心臓外科医 南淵明宏先生の講演でした。

南渕先生は｢神の手を持って心臓手術を行う

医師｣として有名な方です。軽妙な言葉に挟ま

れていましたが、この放射能問題に対して、

次の主旨の話をされました。 

放射能特に体線量被曝の安全性に関する見

解は、学者がそれぞれに学説を出しているに

過ぎず、どのような理解が正しいかはまだ誰

にも分からないと言える。よって、その危険

性を回避する行動を決定するのは最終的には

個人の選択であり、正しい行動を取らなかっ

た場合、将来に大きな禍根を残すことになる。

という手厳しい未来の選択の話をされまし

た。 

 改めて考えると、私のような単なる行動家

には、難しく分からないこともありますが、

危険性を回避したり、減少させたりする方策

を知れば、より安全な側を支持することは当

然であり、それに基づき自分が議会で提唱し

たり、身近に取り組めることは直接行動を取

る考えでいることを示しました。 

 

７月:新庁舎に市議会も移転 
 建設中であった町田市役所庁舎の外装が完

成し、既に内装工事が進んでいます。今後、

事務機器や什器類が搬入され、７月 17 日（月）

正式に全面開庁する日程になっています。あ

わせて、町田市議会もその３F に移転します。

このこと自体は、町田市や一般メディアが幅

広く広報・PR してきている通りです。 

 

本会議場に国旗掲揚を決定 

 新庁舎の市議会本会議場のことですが、国

旗の掲揚を求める請願の採決は委員会では賛

成少数でしたが、本会議では賛成多数で採択

になりました。第 3 回定例議会の日程(8 月 31

日)から、新しい議場のスタートにあわせて、

国旗が掲揚されることになります。 

★ マルチメディア双方向発信 吉田つとむ発見動画チャンネル 
URL http://j-expert.jp/ 発見動画チャンネル http://jp.youtube.com/yoshidaben 
編集 〒194-0011 町田市成瀬が丘 1-14-12 サンホワイトＥ103-13 吉田つとむ（市議会議員） 

http://jp.youtube.com/yoshidaben
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インターン生と国会へ 

研修生が市内巡っての印象 
(以下はインターン生のレポートの省文です) 

 

先週、今週と町田の北の方に行き町田駅周

辺や南の方とはまた違う光景を見ることがで

きました。道が細くて車の通行が難しいよう

な場所が多く住民の方々は苦労しているだろ

うと思いますが、静かで自然も多いこの景観

を壊したくないと思いました。子供が遊ぶ場

所となるのはもちろん、大人も自然に親しめ

る場所として町田市民以外の訪問も期待でき

ます。街として栄えるだけでなく自然も残さ

れていて落ち着ける場所があることは町田の

誇りであると感じます。吉田さんが多面的に

地域を見ていらっしゃるので私もただ眺める

だけでなく自然と今後の街のあり方を考える

習慣がついてきました。 

（第 30期研修生 濱田裕子 津田塾大 3年生  

 
（多摩清掃工場前に立つ、濱田裕子さん） 

今後のインターン生（研修生）募集に関し

て、その詳細は下記にある募集要項を参照し、

是非、エントリーして下さい。 

http://j-expert.jp/tosei/int/boshu/main.html 

たんぽぽ舎を訪問しました 
(以下はインターン生のレポートの省文です) 

 吉田議員は、定期的に町田市内で放射線量

を自身で調べたり、市内の水道水を「測定機

間団体」に委託して測ってもらっているので

す。今回訪れた「たんぽぽ舎」は、震災以前

から原発に対して注意を注ぎ、放射能の濃度

を測っていたそうです。その事務所のフロア

内には原発関連の書物や書類が沢山ありまし

た。今回は事務所の中にあった 3 台の測定器

を見せて頂く事が出来ました。どれも思って

いたよりも小さかったのですが、とても重量

感のある機械でした。同時にこの団体の方の

お話を聞いたのですが、放射能に対する考え

がしっかりしており感心しました。政府の情

報を不信に思い、個人的に測定を依頼してく

る人たちも多いようです。 

 しかし、日本よりも原発に対して反応して

いる国があります。それはドイツです。その

政権は 180 度変わって「反原発」を推進し始

めましたし、「フクシマの嘘」のように世界で

評価された優秀な映像作品も作っています。

ドイツに目を向け、日本の原発問題解決のヒ

ントを得る事も重要であると考えます。 

（第 30 期研修生 出雲克佳 明治学院大２年生） 

 

★吉田つとむの連絡先  TEL 042-795-7361  FAX 042-795-2726 
◇ どうぞ、町田市政や議会に関するご要望や、ご意見をお気軽にお寄せ下さい。 

ご連絡、お問い合せは電話・FAX、メールにて。Mail：  


